
　

発
表
に
つ
い
て
、
盛
岡
教
育
事
務
所
の

熊
谷
浩
二
社
会
教
育
主
事
は
「
伝
統
芸
能

の
伝
承
や
地
元
企
業
と
の
学
習
会
な
ど
地

域
の
特
色
や
人
材
を
う
ま
く
利
用
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
次
世
代
の
子
ど
も
を
育

て
て
い
く
う
え
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
。

今
後
も
地
域
を
巻
き
込
み
一
つ
一
つ
の
活

動
を
大
切
に
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と

講
評
し
ま
し
た
。

■　

表
彰
式

　

同
大
会
で
は
「
三
行
詩
」入
賞
者
の
表
彰

式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
三
行
詩
」と
は
、

地
域
の
生
活
の
中
で
気
付
き
、
感
じ
た
こ

と
、
家
庭
で
の
日
常
の
や
り
と
り
か
ら
思

い
付
い
た
こ
と
を
短
文
で
表
現
し
た
も
の

で
、
28
年
度
は
７
７
９
作
品
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
市
教
育
振
興
運
動
推
進

協
議
会
の
宮
野
朋
士
会
長
か
ら
入
賞
者
に

賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。
そ
の
後
、
協
議

会
長
賞
と
金
賞
の
受
賞
者
が
、
自
身
の
作

品
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称

略
、
学
年
な
ど
は
当
時
の
も
の
）。

◎
28
年
度「
三
行
詩
」入
賞
者（
金
賞
以
上
）

【
協
議
会
長
賞
】
勝
又
愛
莉（
松
尾
中
１
年
）

【
金
賞
】▼
小
学
校
低
学
年　

立
花
蒼
太
郎

（
安
代
小
２
年
）▼
小
学
校
高
学
年　

伊
藤

聖
哉
（
平
笠
小
６
年
）▼
中
学
校　

伊
藤

千か

ず

き輝
（
西
根
中
１
年
）▼
高
等
学
校　

工
藤

蓮
也
（
平
舘
高
１
年
）▼
市
民　

葛
清
子

（
松
野
実
践
区
）

　

な
お
、
同
大
会
で
は
、
28
年
度
に
活
躍

し
た
市
内
児
童
・
生
徒
の
表
彰
も
行
わ
れ

ま
し
た
。　

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す（
敬
称
略
、
学
年
な
ど
は
当
時
の
も
の
）。

◎
市
教
育
委
員
会
児
童
生
徒
表
彰

【
文
化
部
門
】　

❖
個
人　

村
上
愛
華
（
西

根
中
３
年
）、
澤
口
奈
那（
同
中
３
年
）

【
ス
ポ
ー
ツ
部
門
】　

❖
個
人　

伊
藤
光
希

（
寺
田
小
４
年
）、遠
藤
愛
美（
西
根
中
１
年
）

＝
相
撲
競
技
、
小
林
龍
尚（
松
尾
中
３
年
）、

森
冬
姫
子（
同
中
３
年
）＝
ス
キ
ー
競
技

❖
団
体　

大
更
小
相
撲
部
、
西
根
第
一
中

相
撲
部
、
安
代
中
野
球
部

を
工
夫
す
る
こ
と
で
活
動
に
広
が
り
が
も

て
る
の
で
は
な
い
か
」と
こ
れ
か
ら
の
方

向
性
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

28
年
度
市
教
育
振
興
運
動
推
進
大
会
が

2

月
26

日
、
安
代
小
学
校
で
開
催
さ
れ
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
者
ら
約
２
７
０
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

■﻿

平
舘
高
校
発
表

　

始
め
に
平
舘
高
校
生
徒
会
執
行
部
が
、

学
校
紹
介
や
創
立
70
周
年
を
迎
え
る
平
成

30
年
度
入
学
生
か
ら
着
用
す
る
新
し
い
制

服
の
基
本
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
し
た
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
発
表
。
続
い
て
同
校
家
政
科

学
科
の
代
表
者
が
、
28
年
度
に
県
立
博
物

館
か
ら
の
依
頼
で
取
り
組
ん
だ
近
代
女
学

生
装
束
の
制
作
や
一
般
市
民
を
対
象
と
し

た
紫
根
染
め
体
験
教
室
の
開
催
な
ど
、
地

域
に
根
ざ
し
た
家
庭
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

■﻿

教
育
振
興
運
動
実
践
発
表

　

平
舘
高
校
の
発
表
に
続
き
、
寄
木
実
践

区
が
、
実
践
班
ご
と
に
話
し
合
い
目
標
を

定
め
実
施
し
た
「
夏
休
み
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア

デ
ー
」の
取
り
組
み
や
国
体
歓
迎
も
兼
ね

て
実
施
し
た
「
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
コ
ン

テ
ス
ト
」の
活
動
な
ど
を
紹
介
。
ま
た
、
安

代
実
践
区
は
各
班
ご
と
の
教
育
振
興
運
動

を
紹
介
し
、
子
ど
も
の
人
数
減
少
に
よ
る

組
織
の
維
持
や
小
学
生
に
限
っ
た
活
動
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
点
な
ど
共
通
課
題

が
あ
る
こ
と
を
示
し
な
が
ら
も
、「
地
域
と

の
つ
な
が
り
の
強
い
コ
ミ
セ
ン
と
の
協
力

教育振興運動推進大会を開催

教育振興運動とは・・・

　学校、家庭、住民などが総ぐるみで、地域の教

育課題の解決に自主的に取り組む岩手県独自の

教育運動です。昭和4０年に、県内各地で地域をあ

げて学力向上のための取り組み（読書運動など）を

行ったのが始まりで、以来、本県の教育水準の向

上、子どもの健全育成、家庭や地域の教育力向上

など、岩手県の教育環境の整備充実に大きな役割

を果たしています。

（三行詩入賞者および市教育委員会児童生徒表彰）
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